
冷たい雪や氷の世界にも、実は多様な生物が生きる生態系が
ある。
極地や高山の氷河など、低温・不毛の極限環境に見える雪氷
の世界で、彼らはどのように生きているのか。
雪の上で暮らす小さな虫の研究から始まった「雪氷生態学」
は、氷河生態系の発見をへて、地球規模の環境変動への影響
や、地球外生命の可能性を探る研究にまで広がっている。
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